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国
府
の
な
か
の
国
司
館
―
国
庁
と
国
司
の
館
―

加
　
藤
　
友
　
康

　
　
　

は
じ
め
に

　

律
令
国
家
の
も
と
で
五
畿
七
道
の
行
政
ブ
ロ
ッ
ク
に
編
成
さ
れ
た
諸
国
に
は
、
中
央
か
ら

国
司
が
派
遣
さ
れ
、
任
国
に
赴
い
た
国
司
は
地
方
統
治
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

な
っ
て
い
た
。
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
地
が
国
府
で
あ
り
、
国
府
に
は
国
内
支
配
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
設
が
置
か
れ
た
。
本
稿
で
は
、
国
府
を
構
成
す
る
諸
施
設
の
う
ち
、
国
司
の
館

（
国
司
館
）と
称
さ
れ
る
国
司
が
日
常
的
に
在
住
し
た
国
庁
と
は
異
な
る
空
間
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
た
い
。
そ
の
際
、
国
司
館
が
に
な
っ
た
機
能
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
変
化
を
奈
良
時

代
か
ら
平
安
時
代
へ
の
変
遷
で
捉
え
る
視
角
で
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　

一　

国
府
の
諸
概
念
―
国
庁
・
国
衙
・
国
府
―
と
国
府
の
成
立

　

国
府
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
は
、
史
料
上
に
も
国
庁（
庁
）、
国
衙（
衙
）、
国
府
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
語
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
国
府
あ
る
い
は
国
庁
な
ど
と
称
さ
れ
る
一
定

の
区
画
を
ど
の
よ
う
に
呼
称
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
、
八
木
充
氏
に
よ
る
提
起

（
１
）以

来
国
府
を
構
成
す
る
諸
施
設
に
つ
い
て
の
用
語
の
多
様
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
政

務
や
儀
式
を
行
な
う
中
枢
施
設
で
あ
る
国
庁
、
国
司
の
任
期
中
の
居
住
施
設
で
あ
る
国
司
館
、

行
政
事
務
を
行
な
う
種
々
の
曹
司
、
食
料
・
食
器
の
調
達
・
管
理
に
あ
た
る
国
厨
、
兵
器
な

ど
を
製
作
す
る
工
房
な
ど
に
よ
っ
て
国
府
は
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
施

設
は
史
料
上
の
表
記
で
は
統
一
的
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
中
枢
施
設
で
あ
る
国
庁
、
そ
の

周
囲
に
設
け
ら
れ
た
国
の
行
政
事
務
や
維
持
・
管
理
・
運
営
に
か
か
わ
る
雑
舎
群
か
ら
な
る

国
衙
、
さ
ら
に
そ
の
外
縁
に
営
ま
れ
た
官
衙
施
設
群
・
国
司
館
・
労
役
に
従
事
す
る
徭
丁
の

宿
所
・
市
・
国
学
の
学
校
・
国
博
士
ら
の
居
所
・
百
姓
の
民
家
な
ど
を
含
む
国
府
全
体
の
範

囲
を
国
府
域
と
い
う
、
歴
史
的
概
念
と
し
て
三
重
の
構
造
で
定
義（

２
）し

て
と
ら
え
る
方
法

を
と
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
、
こ
の
三
重
の
構
造
―
国
庁
・
国
衙
・

国
府
域
―
の
う
ち
、
国
府
域
に
営
ま
れ
た
国
司
館
を
対
象
に
検
討
す
る
。

　

国
府
の
形
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
中
心
と
な
る
国
庁
の
成
立
が
国
府
成
立
の
基

準
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
国
府
の
成
立
は
二
つ
の
画
期
で
と
ら
え
ら
れ
て
き
た（

３
）。

第
一
は
、

七
世
紀
第
３
四
半
期
頃
か
ら
八
世
紀
初
め
の
頃
の
初
期
国
府
の
端
緒
的
成
立
期
で
あ
り
、
こ

れ
を
画
期
と
し
つ
つ
も
、
第
二
の
八
世
紀
前
半（
第
２
四
半
期
中
心
）か
ら
八
世
紀
中
頃
に
国

庁
や
曹
司
が
創
設
さ
れ
、
九
世
紀
代
か
ら
十
世
紀
初
め
頃
ま
で
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
か

ら
、
国
府
の
基
本
構
造
が
成
立
し
た
時
期
と
し
て
画
期
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

国
庁
を
と
も
な
う
国
府
の
全
面
的
成
立
は
第
二
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

国
府
の
成
立
が
郡
家
の
成
立
よ
り
も
時
代
が
下
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
前
、
国
司
は
独
立

し
た
庁
舎
を
も
た
ず
、
拠
点
的
な
評
家
・
郡
家
を
仮
の
庁
舎
と
し
た
り
、
評
家
や
郡
家
を
巡

回
す
る
形
で
任
務
を
遂
行
し
た
と
す
る
想
定
に
つ
な
が
る
。
こ
の
前
提
と
し
て
、『
出
雲
国

風
土
記
』
に
み
え
る
「
国
庁
意
宇
郡
家
」
＝
「
国
庁
た
る
意
宇
郡
家
」
と
解
釈
す
る
青
木
和

夫
氏
の
文
献
解
釈（

４
）が

存
在
し
て
い
た
。

　

文
献
史
学
で
も
、
大
宝
令
以
前
に
ク
ニ
ノ
ミ
コ
ト
モ
チ
が
政
務
を
つ
か
さ
ど
る
庁
舎
の
存

在
を
推
定
し
た
吉
田
晶
説（

５
）が

あ
っ
た
も
の
の
、
国
府
施
設
の
造
営
・
整
備
を
平
城
京（
宮
）

造
営
と
時
期
を
同
じ
く
し
た
和
銅
年
間
を
画
期
と
す
る
山
中
敏
史
説
に
相
即
的
な
八
木
充
説

（
６
）が

提
唱
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
郡
家
先
行
説
」
と
も
評
価
で
き
る
説
が
主
要
な

考
え
方
で
あ
っ
た
。

　

第
二
の
画
期
、
と
く
に
八
世
紀
第
２
四
半
期
以
降
に
本
格
的
に
展
開
す
る
諸
国
の
国
庁

は
、
建
物
群
が
コ
字
型
配
列
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
型
化
し

た
国
庁
に
先
行
す
る
国
庁
下
層
の
官
衙
遺
構
に
注
目
し
て
初
期
国
庁
の
存
在
が
大
橋
泰
夫
氏

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た（

７
）。

氏
に
よ
れ
ば
、
出
雲
・
美
作
・
三
河
・
常
陸
・
日
向
・
肥
後

の
各
国
府
跡
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
国
庁
下
層
で
確
認
さ
れ
た
前
身
官
衙
と
、
下
野
・
伯
耆
・

美
濃
国
府
の
調
査
結
果
の
再
検
討
か
ら
、
各
国
府
跡
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
国
庁
遺
構
の
下
層
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国府のなかの国司館―国庁と国司の館―

で
確
認
さ
れ
た
前
身
官
衙
や
、
定
型
化
し
た
国
庁
と
は
異
な
る
地
区
で
長
舎
型
建
物
か
ら
構

成
さ
れ
る
先
行
し
た
遺
構
が
あ
り
、
の
ち
に
定
型
化
し
た
国
庁
に
移
転
す
る
事
例
な
ど
か
ら
、

八
世
紀
前
半（
第
２
四
半
期
中
心
）か
ら
八
世
紀
中
頃
の
国
庁
の
創
設
期
と
さ
れ
た
時
期
を
遡

り
う
る
大
き
な
画
期
と
し
て
初
期
国
庁
の
創
設
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
初
期
国
庁
」
論
の
提
起
を
受
け
て
、
国
庁
の
成
立
と
も
連
動
す
る
で
あ
ろ
う
国
司
が
常

駐
し
た
施
設
で
あ
る
国
司
館
に
焦
点
を
あ
て
考
古
学
的
知
見
か
ら
み
て
お
き
た
い
。

　
　

二　

考
古
学
の
発
掘
成
果
と
国
庁
と
連
動
す
る
施
設
＝
国
司
館

（
一
） 

武
蔵
国

　
「
初
期
国
庁
」
段
階
の
国
司
館
と
し
て
そ
の
姿
が
比
較
的
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
が
武

蔵
国
の
事
例
で
あ
る
。
武
蔵
国
府
国
衙
の
南
西
約
五
〇
ｍ
の
御
殿
地
地
区
と
呼
ば
れ
る
場
所

で
国
司
館
と
想
定
さ
れ
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
主
屋（
正
殿
）・
副
屋（
前
殿
・
脇
殿
）

と
そ
の
付
属
建
物
が
正
方
位
を
意
識
し
て
配
置
さ
れ
た
官
衙
遺
構
で
あ
る
。
建
物
群
は
、
八

世
紀
前
半
代
を
中
心
に
機
能
し
、
七
世
紀
後
半（
後
葉
）ま
で
遡
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
、
こ

の
八
世
紀
前
半
を
中
心
と
す
る
国
司
館
が
、
九
世
紀
に
西
方
約
二
〇
〇
ｍ
の
段
丘
崖
の
崖
下

に
移
転
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
建
物
群
に
つ
い
て
、
御
殿
地
地
区
の
国
司
館
が
初
期
国
庁
あ
る
い
は
国
宰
所
を
兼
ね

備
え
て
お
り
、
八
世
紀
前
葉
以
降
の
定
型
化
国
庁
の
成
立
に
と
も
な
い
御
殿
地
地
区
の
国
司

館
が
国
司
の
官
舎
と
し
て
特
化
さ
れ
、
八
世
紀
中
葉
に
廃
絶（
他
所
へ
移
転
）し
た
と
す
る
見

解
が
あ
る（

８
）。

　

七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
と
み
ら
れ
る
コ
字
型
配
置
の
掘
立
柱
建
物
が
み
つ
か
っ
た
地

区
か
ら
は
、「
足
立
」「
□
館
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。「
足
立
」
は
足
立
郡

を
示
す
と
み
ら
れ
る
、
武
蔵
国
内
の
貢
進
物
が
多
磨
評
に
集
め
ら
れ
る
と
、
国
内
の
諸
評
か

ら
物
資
や
人
々
が
集
ま
っ
て
き
て
、
諸
評
の
出
先
機
関
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
想
定
も
あ
る

（
９
）。

　

ま
た
、「
□
館
」
は
多
摩
郡
司
の
館
で
は
な
く
、
国
司
の
な
か
の
誰
か
の
館
で
国
庁
・
曹

司
に
先
行
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
中
村
順
昭
説
は
「
国
司
館
→
曹
司
→

国
庁
が
時
代
を
追
っ
て
形
成
」
さ
れ
る
と
す
る
、「
国
庁
の
成
立
が
八
世
紀
前
葉
ま
で
遡
ら

な
い
」
と
い
う
前
提
に
よ
る
「
国
司
館
代
用
説
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
国
で
は

藤
原
京
期
に
遡
る
儀
式
空
間
を
も
つ
初
期
国
庁
が
成
立
し
て
い
た
事
例
も
あ
り
、
御
殿
地
地

区
の
国
司
館
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
周
防
を
含
め
た
他
の
諸
国
の
国
司
館
と
国
庁
と
の
関
係

を
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
即
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
国
司
館
の
機
能
の

変
化
に
つ
い
て
時
系
列
を
追
っ
て
検
討
す
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

（
二
） 

陸
奥
国
な
ど
の
九
世
紀
型
国
司
館

　

武
蔵
国
以
外
の
諸
国
で
確
認
さ
れ
る
国
司
館
の
遺
構
は
、
多
く
は
九
世
紀
以
降
の
も
の
で

あ
る
。

　

①
陸
奥
国

　

陸
奥
国
の
場
合
は
、
国
庁
域
で
あ
る
多
賀
城
の
前
面
に
広
が
る
地
区
に
五
か
所
確
認
さ
れ

て
い
る（
10
）。

①
館
前
地
区
、
②
市
川
橋
遺
跡
大
臣
宮
地
区
、
③
山
王
遺
跡
千
刈
田
地
区
［
北

一
西
七
区
］、
④
山
王
遺
跡
多
賀
前
北
地
区
［
北
一
西
三
区
］、
⑤
山
王
遺
跡
多
賀
前
南
地
区

［
南
一
西
二
区
］
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
①
は
、
多
賀
城
外
郭
の
東
南
隅
か
ら
約
二
〇
〇
ｍ
離
れ
た
独
立
丘
陵
上
に
立
地

し
、
六
棟
の
掘
立
柱
建
物
か
ら
な
り
、
中
央
に
七
×
四
間
の
大
型
の
四
面
廂
建
物
、
七
×
二

間
の
東
西
建
物
を
も
っ
て
い
る
。
遺
構
の
時
期
は
九
世
紀
前
半
頃（
九
世
紀
後
半
と
す
る
説

も
あ
る
）か
ら
十
世
紀
前
半
と
さ
れ
る
。
②
で
は
三
×
三
間
の
北
廂
建
物
が
検
出
さ
れ
、
時

期
は
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
前
葉
と
さ
れ
る
。
③
で
は
九
×
四
間
の
四
面
廂
建
物
が
あ

り
、
題
籤
軸
木
簡（
11
）が

出
土
し
て
お
り
、
時
期
は
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
中
頃
と
さ
れ

る
。
④
で
は
、
廂
付
き
建
物
・
総
柱
建
物
が
方
向
を
そ
ろ
え
て
配
置
さ
れ
、
時
期
は
九
世
紀

前
半
頃
か
ら
十
世
紀
前
半
頃
、
⑤
は
方
約
一
町
の
屋
敷
地
、
庭
園
遺
構
で
、「
守
」
の
墨
書

土
器
も
出
土
し
て
い
る
。
時
期
は
九
世
紀
前
葉
頃
か
ら
十
世
紀
前
葉
頃
を
中
心
と
す
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
山
王
遺
跡
の
③
～
⑤
の
三
か
所
の
遺
構
は
同
時
に
存
在
し
た
も
の

で
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る（
12
）。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
陸
奥
国
の
場
合
、
国
庁（
多
賀
城
）と
は
異
な
る
場
所
に
国
司
館
が
存
在

し
九
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
。

　

②
下
野
国

　

下
野
国
の
場
合
は
、
政
庁
南
側
と
政
庁
北
側
の
二
か
所
に
国
司
館
と
想
定
さ
れ
る
遺
構
が

確
認
さ
れ
る
。政
庁
南
側
で
は
、四
期
の
変
遷
が
み
ら
れ
る
廂
付
き
大
型
建
物
や「
介
」「
介
□
」

の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
遺
構
の
時
期
は
政
庁
と
ほ
ぼ
同
じ
八
世
紀
後
半
か
ら
十
世

紀
初
頭
と
さ
れ
る
。
政
庁
北
側
で
は
、
中
心
建
物
は
七
×
五
間
の
掘
立
柱
建
物
で
、
建
替
え

後
は
礎
石
建
物
に
変
化
す
る
が
、
時
期
は
お
お
よ
そ
十
世
紀
前
半
か
ら
後
半
に
及
び
、
政
庁

の
最
終
末
期
か
ら
そ
の
衰
退
後
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る（
13
）。
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③
筑
後
国

　

筑
後
国
の
場
合
は
、
Ⅱ
期
国
庁
の
南
東
に
所
在
し
、
内
郭
外
郭
に
築
地
を
め
ぐ
ら
し
、
内

郭
に
は
長
大
な
掘
立
柱
建
物
、
外
郭
に
は
四
面
廂
付
建
物
を
も
ち
、
時
期
は
九
世
紀
後
半
か

ら
末
と
さ
れ
て
い
る（
14
）。

　

そ
の
他
に
も
、
近
江
・
出
雲（
15
）、

肥
前（
16
）な

ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
武
蔵
国
を

除
く
と
明
確
に
八
世
紀
前
半（
＝
初
期
国
庁
段
階
、
律
令
制
当
初
か
ら
の
時
期
）ま
で
遡
る
国

庁
と
併
存
し
た
国
司
館
の
存
在
を
示
す
事
例
は
み
え
な
い
。
し
か
し
、
周
防
国
の
国
司
館
の

場
合
に
は
、
武
蔵
国
と
並
ん
で
重
要
な
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
） 

周
防
国
の
国
司
館

　

周
防
国
で
は
、
二
つ
の
国
司
館
想
定
遺
構
が
存
在
す
る（
17
）。

一
つ
は
、
草
園
地
区
・
草

園
地
区
東
部
の
遺
構
で
あ
る
。
草
園
地
区
は
国
庁
域
と
想
定
さ
れ
る
「
二
町
域
」
の
北
約

一
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
八
世
紀
前
半
～
十
世
紀
前
半
の
「
国
司
館
」
の
候
補
地
と
さ
れ
る
。

南
北
方
向
の
溝
と
塀
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た
東
西
五
三
・
七
ｍ
の
範
囲
に
掘
立
柱
建
物
が
存

在
し
、
区
画
の
南
溝
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
土
器
「
目
」（
第
五
一
次
調
査
）、
風
字
硯
・

斎
串
・
銙
帯
・
封
緘
木
簡
・「
請
菜
」
の
請
求
木
簡
な
ど（
第
一
一
二
次
調
査
）、
籍
帳
様
木

簡（
第
一
二
五
次
調
査
）も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
東
側
の
地
区
で
は
、
九
世
紀
前
半
と
想
定

さ
れ
る
建
物
群
が
確
認
さ
れ
、
墨
書
土
器
「
国
厨
」「
館
」
も
出
土
し
て
い
る
。
た
だ
、
草

園
地
区
で
木
簡
が
出
土
し
た
池
状
遺
構
は
同
時
期
の
建
物
が
Ⅰ
―
二
期（
八
世
紀
後
半
以
降

と
さ
れ
る
）の
も
の
と
さ
れ
、
木
製
品
端
材
の
出
土
が
多
く
木
材
加
工
場
の
可
能
性
も
想
定

さ
れ
る（
18
）と

い
う
多
様
な
要
素
も
あ
り
、
Ⅰ
―
一
期（
八
世
紀
前
半
）の
国
司
館
の
機
能
を

考
察
す
る
際
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
築
地
地
区
と
呼
ば
れ
る
「
二
町
域
」
の
南
約
三
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
十
世

紀
前
半
か
ら
十
一
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
三
～
四
回
の
建
替
え
を
と
も
な
う
建
物
群（
四
面

廂
建
物
な
ど
）が
存
在
す
る
地
区
で
あ
る
。
十
世
紀
を
画
期
と
す
る
二
つ
の
時
期（
か
つ
て
の

大
林
達
夫
の
指
摘（
19
）も

参
照
）に
国
司
館
が
異
な
る
位
置
に
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
、
草

園
地
区
か
ら
築
地
地
区
へ
の
国
司
館
の
位
置
の
変
遷
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

国
庁
の
場
合
に
は
、
初
期
国
庁
か
ら
定
型
化
国
庁
へ
展
開
し
た
あ
と
は
、
基
本
的
に
は
同

じ
場
所
で
建
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
国
司
館
の
場
合
は
、
武

蔵
国
・
周
防
国
の
二
つ
の
国
を
含
め
て
、
九
世
紀
以
降
の
国
司
館
が
検
出
さ
れ
た
陸
奥
国
や

下
野
国
の
場
合
も
時
期
を
違
え
て
複
数
箇
所
に
所
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
国
司

館
は
「
移
転
す
る
」
と
も
い
え
る
。

　

次
に
、
国
司
館
の
建
替
え
も
視
野
に
入
れ
て
、
国
司
館
の
あ
り
方
を
文
献
史
料
で
検
討
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
国
司
館
の
建
替
え
に
か
か
わ
る
法
的
制
度
や
、
史
料
に
み
え
る
国

司
館
を
機
能
の
面
か
ら
、
と
く
に
国
庁
で
の
政
務
・
儀
式
の
あ
り
方
と
比
較
し
つ
つ
、
国
司

館
と
い
う
「
場
」
で
展
開
さ
れ
た
国
司
を
中
心
と
し
た
人
々
の
活
動
を
も
と
に
検
討
を
進
め

た
い
。

　
　

三　

国
司
の
館
と
文
献
史
料

（
一
） 

国
司
の
館
に
関
す
る
法
的
制
度
―
館
の
建
替
に
視
点
を
す
え
て
―

　

八
世
紀
に
は
、
国
庁
と
は
区
別
さ
れ
た
国
司
の
官
舎
が
あ
っ
た
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
確

認
で
き
る
。

【
史
料
１
】『
令
集
解
』
仮
寧
令
21
外
官
聞
喪
条

「�

凡
外
官
〈
朱
云
、
京
官
還
レ
家
可
二
挙
哀
一
耳
。
曹
司
中
不
レ
可
二
挙
哀
一
者
。
〉
及

使
人
〈
謂
、
勅
使
官
使
皆
是
也
。
〉
聞
レ
喪
者
、
聴
二
所
在
館
舎
安
置
一。
〈
謂
、
假

日
之
内
、
仍
得
レ
居
二
館
舎
一。
但
使
事
速
者
、
不
三
必
満
二
假
限
一、
再
三
挙
哀
、
訖
即

発
往
。
釈
云
、
安
置
、
謂
聞
レ
喪
使
人
安
二―
置
館
舎
一
耳
。
古
記
云
、
邸
舎
、
謂
国

司
館
舎
幷
駅
館
舎
等
之
類
是
也
。
跡
云
、
館
舎
安
置
、
謂
駅
使
聞
レ
喪
者
、
在
二
館

舎
一
可
二
挙
哀
一
耳
。
〉
不
レ
得
下
於
二
国
郡
庁
内
一
挙
哀
上。
〈
古
記
云
、
国
郡
庁
内
、

謂
判
受
院
内
皆
是
也
。
〉
」

　

仮
寧
令
21
外
官
聞
喪
条
の
令
文
に
つ
い
て
、
大
宝
令
の
注
釈
で
あ
る
古
記
に
は
、

「
古
記
云
、
邸
舎
、
謂
国
司
官
舎
幷
駅
館
舎
等
類
。
」
と
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
地

方
官
や
使
者
が
喪
に
服
す
る
と
き
の
場
と
し
て
館
舎
（
国
司
館
な
ど
）
に
安
置
す
る
こ

と
を
認
め
る
一
方
で
、
凶
事
を
避
け
る
べ
き
公
的
な
厳
粛
な
空
間
で
あ
っ
た
国
庁
・
郡

庁
で
の
挙
哀
を
認
め
て
お
ら
ず
（
『
令
集
解
』
儀
制
令
12
凶
服
不
入
条
古
記
）
、
館
舎

と
庁
を
区
別
し
て
い
る
。
国
庁
と
は
異
な
っ
て
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国
司
の
日
常

生
活
の
居
所
、
居
住
施
設
で
あ
る
国
司
館
は
、
国
司
の
任
期
ご
と
に
建
替
え
が
し
ば
し

ば
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

【
史
料
２
】
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
五
月
丙
寅
条
（
『
類
聚
三
代
格
』
弘

仁
五
年
（
八
一
四
）
六
月
二
十
三
日
太
政
官
符
に
も
引
用
）

「�

丙
寅
、
禁
下―
断
諸
国
司
等
不
レ
住
二
旧
舘
一、
更
作
二
新
舎
一、
又
到
レ
任
一
度
須
レ
給
二
舗

設
一、
而
雖
レ
経
二
年
序
一、
更
亦
給
之
、
又
各
置
二
養
郡
一、
令
上
レ
煩
二
資
養
一。
」
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こ
の
史
料
か
ら
は
、
天
平
十
五
年
頃
に
は
、
少
な
く
と
も
国
司
は
そ
の
任
期
間
中
の
住
居

と
し
て
官
舎
を
政
府
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
国
司
は
、
任
に
あ
た
っ
て
、
し
ば

し
ば
古
い
官
舎
を
き
ら
っ
て
、
新
し
く
改
築
な
い
し
新
築
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
ら
し
い
こ
と

が
知
ら
れ
る（
20
）。

　

天
平
六
年（
七
三
四
）「
出
雲
国
計
会
帳
」
に
は
、「
無
国
司
等
営
造
家
事
」（
＝
国
司
が
そ

の
自
ら
の
居
住
す
る
館
の
造
営
工
事
の
有
無
を
太
政
官
へ
報
告
し
て
い
る
こ
と
）が
弁
官
に

報
告
さ
れ
た
こ
と
、「
無
国
司
造
家
帳
一
紙
」（『
大
日
本
古
文
書
』
一
―
五
九
七
頁
）と
呼
ば

れ
た
文
書
が
中
央
へ
送
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

　

国
司
が
赴
任
す
る
た
び
に
新
し
い
館
舎
を
営
造
す
る
こ
と
を
禁
制
し
た
の
ち
に
も
、
国
司

に
よ
る
館
舎
の
新
規
営
造
を
規
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
し
い
政
策
が
さ
ら
に
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
３
】
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
九
月
戊
午
条

　

「
九
月
戊
午
、
勅
、
比
見
二
伊
勢
・
美
濃
等
国
奏
一、
為
レ
風
被
レ
損
官
舎
数
多
。
非
二
但

毀
頽
一、
亦
亡
二
人
命
一。
昔
不
レ
問
レ
馬
、
先
達
深
仁
。
今
以
レ
傷
レ
人
、
朕
甚
悽
歎
。
如

聞
、
国
司
等
、
朝
委
未
レ
称
、
私
利
早
著
。
倉
庫
懸
磬
、
稲
穀
爛
紅
。
已
忘
二
暫
労
永

逸
之
心
一、
遂
致
二
雀
鼠
風
雨
之
恤
一。
良
宰
莅
レ
職
、
豈
如
レ
此
乎
。
自
今
以
後
、
永
革
二

斯
弊
一。
宜
レ
令
下
諸
国
具
録
二
歳
中
修
理
官
舎
之
数
一、
付
二
朝
集
使
一、
毎
年
奏
聞
上。
国
分

二
寺
亦
宜
レ
准
レ
此
。
不
レ
得
下
仮
二
事
神
異
一、
驚
中
人
耳
目
上。
」

　
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
に
は
、
修
理
し
た
官
舎
の
数
に
つ
い
て
朝
集
使
を
通

じ
て
毎
年
中
央
に
報
告
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
に
は
、

【
史
料
４
】
『
貞
観
交
替
式
』
天
長
二
年
（
八
二
五
）
格
所
引
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
九
月

二
十
三
日
騰
勅
符

　

「　

応
三
早
修
二―
造
前
司
時
破
損
雑
物
一
事

　
　

右
去
弘
仁
四
年
九
月
廿
三
日
下
二
五
畿
内
七
道
諸
国
一
謄　

勅
符
偁
、
館
舎
正
倉
器
仗

池
堰
国
分
寺
神
社
等
類
、
随
二
破
損
一
修
理
、
各
立
二
條
例
一。
至
レ
有
二
闕
怠
一、
抅
以
二
解

由
一。
今
聞
、
前
後
国
司
交
替
之
日
、
検
二―
校
破
損
一、
載
二
不
与
解
由
状
及
交
替
帳
等
一
言

上
。
因
レ
茲
厥
後
、
旧
人
者
縁
レ
無
二
其
勢
一、
不
レ
堪
二
修
造
一。
新
司
者
称
レ
非
二
己
怠
一、

棄
而
不
レ
顧
。
稍
経
二
年
月
一
弥
致
二
大
損
一。
此
之
為
レ
弊
不
レ
可
二
勝
言
一。
自
今
以
後
、

交
替
之
日
、
所
レ
有
破
損
、
宜
レ
令
下
二
後
司
一
早
加
中
修
造
上。
其
料
者
作
レ
差
、
割
二―
留

前
司
主
典
以
上
公
廨
一
宛
レ
之
。
如
無
二
公
廨
一
者
、
徴
二―
用
私
物
一、
仍
待
二
修
理
訖
一
乃

許
二
解
由
一。
又
郡
司
之
職
検
二―
察
所
部
一、
郡
中
破
損
、
須
レ
勤
二
修
理
一。
若
有
二
破
損
一、
不

レ
勤
二
修
理
一
者
、
作
レ
差
徴
レ
物
、
亦
同
二
国
司
一。
（
下
略
）
」

と
み
え
て
い
る
。
政
庁
な
ど
と
同
様
に
、
破
損
に
つ
い
て
修
理
責
任
は
後
任
の
国
司
が
負

い
、
修
理
費
用
は
前
任
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
し
、
修
理
が
終
わ
っ
た
の
ち
に
解
由
を
発
給

す
る
こ
と
で
前
司
の
修
理
責
任
を
明
確
に
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
弘
仁
五
年（
八
一
四
）に

は
、
国
司
の
館
を
「
官
舎
帳
」
に
登
録
し
、
帳
簿
上
で
も
管
理
の
徹
底
化
を
図
る
政
策
を
採

用（『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
五
年（
八
一
四
）六
月
二
十
三
日
太
政
官
符
）す
る
な
ど
、
館
舎
の

維
持
・
管
理
の
徹
底
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
政
策
に
よ
り
維
持
・
管
理
が
図
ら
れ
た
国
司
の
館
は
ど
の
よ
う
な
機

能
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
八
世
紀
に
お
け
る
国
司
の
館
に
か
か
わ
る
二
つ
の
史
料

を
も
と
に
検
討
を
加
え
た
い
。

（
二
） 

史
料
に
み
え
る
国
司
の
館
―
機
能
の
側
面
か
ら
―

　

国
司
館
の
機
能
に
つ
い
て
、
八
・
九
世
紀
に
は
す
で
に
①
経
済
活
動
の
拠
点
に
な
っ
て
い

た
、
②
政
務
を
行
な
う
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
す
る
理
解
が
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
時

期
す
で
に
国
司
館
が
そ
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
①
に
つ

い
て
、
正
倉
院
に
残
る
次
の
史
料
は
国
司
館
の
経
済
的
活
動
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ

て
き
た
。

【
史
料
５
】
天
平
勝
宝
七
歳
（
七
五
五
）
九
月
二
六
日
「
村
部
豊
島
解
」
（
『
大
日
本
古
文

書
』
四
―
七
六
頁
）

　
「
○
越
前
国
雑
物
収
納
帳

　

村
部
豊
嶋
解　

申
所
残
公
廨
米
事

　
　

合
六
百
廿
八
斛
五
斗
五
升
三
合

　
　
　

敦
賀
郡
十
二
斛
三
斗
四
升

　
　
　

丹
生
郡
二
百
五
十
六
斛
六
斗
三
升
八
合

　
　
　

足
羽
郡
十
三
斛
五
斗
七
升
五
合

　
　
　

坂
井
郡
百
卅
一
斛

　
　
　

江
沼
郡
二
百
十
五
斛

　

介
宅
七
斛
七
斗
五
升
六
合　
　
　

掾
宅
六
十
斛
七
升
七
合

　

大
目
宅
十
二
斛
一
斗
七
升
三
合　

次
田
館
二
斛
五
斗
五
升

　

鴨
館
六
斛
四
斗
九
升
八
合　
　
　

阿
刀
館
卅
斛
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楊
胡
傔
仗
二
斛
七
斗
四
升
二
合　

四
度
料
百
二
斛

　

国
分
寺
二
百
廿
四
斛
六
斗
八
升
四
合

　
　
　
　
　

天
平
勝
宝
七
歳
九
月
廿
六
日
村
部
豊
嶋

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
継
目
）　　

」

　

公
廨
米
の
収
納
に
つ
い
て
記
し
た
文
書
で
個
々
の
国
司
の
米
の
配
分
に
つ
い
て
、「
介
宅
」

「
掾
宅
」「
大
目
宅
」「
次
田
館
」「
鴨
館
」「
阿
刀
館
」
と
分
け
て
記
し
て
い
る
。
次
田
・
鴨
・

阿
刀
は
い
ず
れ
も
国
司
の
史
生
で
、
次
田
連
益
人
・
鴨
朝
臣
須
太
例
・
安
都（
阿
刀
）雄
足
で

あ
る
。
介
・
掾
・
大
目
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ス
ト
に
一
人
ず
つ
で
あ
る
の
で
、
官
職
名
だ
け
で

人
物
を
特
定
で
き
る
が
、
史
生
は
三
名
い
る
の
で
個
人
名
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
史
料
か
ら
、「
国
司
の
館
は
、
単
な
る
国
司
の
居
住
施
設
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
公
廨
米
を
備
蓄
し
、
そ
れ
を
出
挙
し
て
営
利
を
行
な
う
経
済
体
で
あ
っ
た
」
と
す
る
指

摘（
21
）が

あ
る
。
こ
の
見
解
を
補
強
す
る
論
拠
と
し
て
、
国
司
館
が
九
世
紀
に
出
現
す
る
国

司
襲
撃
事
件
の
現
場
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
司
の
館
が
在
地

と
の
対
立
激
化
に
と
も
な
い
襲
撃
事
件
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
国
司
の
経
済
活
動
の
拠
点

で
あ
り
国
司
の
私
富
蓄
積
の
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
指
摘
は
「
村
部
豊
島
解
」
の

理
解
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
当
否
を
検
討
し
た
い
。

　

九
世
紀
に
お
け
る
国
司
襲
撃
事
件
を
記
し
た
記
事
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』『
日
本
三

代
実
録
』
に
み
ら
れ
る
。
次
の
表
１
は
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
発
生
し
た
国
司
襲

撃
事
件
の
一
覧
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
九
世
紀
に
発
生
し
た
事
例
を
中
心
に
み
て
み
た
い
。

【
史
料
６
】
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
元
年
（
八
五
七
）
六
月
庚
寅
条

　

「
庚
寅
、
大
宰
府
飛
駅
言
上
。
対
馬
嶋
上
県
郡
擬
主
帳
卜
部
川
知
麻
呂
、
下
県
郡
擬
大
領

直
浦
主
等
、
率
二
党
類
三
百
許
人
一、
囲
二
守
正
七
位
下
立
野
正
岑
舘
一、
行
レ
火
射
二―
殺
正

岑
幷
従
者
十
人
防
人
六
人
一。
」

【
史
料
７
】
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
年
（
八
八
三
）
七
月
一
九
日
条

　

「
十
九
日
癸
未
、
先
レ
是
、
大
宰
府
六
月
六
日
解
偁
、
管
筑
後
国
解
偁
、
今
月
三
日
夜
分
、

群
盗
百
許
人
圍
二
守
従
五
位
上
都
朝
臣
御
酉
館
一、
射
二―
殺
御
酉
一、
掠
二―
奪
財
物
。
傍
吏

聞
二
人
叫
声
一、
俄
発
二
兵
仗
一
赴
集
之
間
、
群
賊
逃
散
。
夜
暗
兵
寡
、
不
レ
獲
二
追
捕
一

者
。
府
依
二
解
状
一、
差
二―
遣
少
監
正
六
位
上
中
原
真
人
長
城
等
一、
率
二―
将
兵
卒
一、
発
遣
捜

索
。
仍
且
言
上
者
。
（
下
略
）
」

【
史
料
８
】
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
五
月
一
二
日
条

西暦 和暦 月 日 国 役職 被襲撃者名 襲撃場所 襲撃者役職 襲撃者名 出典

857 天安元 6.25 対馬 守 立野　正岑 館 上県郡擬主帳 卜部川知麻呂

従者 榎本　成岑 下県郡擬大領 直浦主(氏成)

上県郡擬少領 直仁徳

883 元慶７ 7.3 筑後 守 都　御酉 館 群盗
『日本三代実録』元
慶7年7月19日条

884 元慶８ 6.6 石見 権守 上毛野　氏永 囲(館か) 石見国介 忍海山下連氏則
邇摩郡大領 伊福部真人安道

宗基　野毛上載厚　原藤介野上01.251喜延519
『日本紀略』演技15
年2月10日条

919 延喜19 5.23 武蔵 守 高向　利春 国府 武蔵国前権介 源　任
『扶桑略記』延喜19
年5月23日条

939 天慶２ 8.11 尾張 守 藤原　共里
『日本紀略』天慶2
年8月11日条

』記門将『門将　平館府幾維　原藤守陸常12.11２慶天939

939 天慶２ 12.26 備前 介 藤原　子高
（摂津藁屋
駅家付近）

伊予国掾 藤原　純友
『本朝世紀』天慶2
年12月26日条

939 天慶２ 12.29 上野 介 藤原　尚範 館
下野 前司 大中臣　完行 館
下野 新司 藤原　弘雅 館

944 天慶７ 2.6 美濃 介 橘　遠保 還宅間
『日本紀略』天慶7
年2月6日条

978 天元元 3. 備前 介 橘　時望 海賊
『日本紀略』天元元
年3月某日条

良維　平館府行義　道宮守総下8.2５保長3001
『百錬抄』長保5年2
月8日条

1007 寛弘４ 10.29 因幡 介 藤原　千兼 因幡国守 橘　行平
『権記』寛弘4年10
月29日条

兼朝　師土舘道良　原藤守門長62.7５弘寛8001
『小右記』寛弘５年
7月26日条

常忠　平舘政為　養犬県介総上51.7元元長8201
『小右記』長元元年
7月15日条

1029 長元２ 8.21 大隅 守 ？ 舘・官舎 大宰大監 平　季基
『小右記』長元2年8
月21日条

1049 永承４ 12.28 大和 守 源　頼親 館 ｢大衆」 山階寺
『扶桑略記』永承4
年12月28日条

表１　　国司襲撃事件一覧（9世紀～11世紀）　　

＊〔田中広明2003〕をもとに修正・加筆

『日本三代実録』元
慶8年6月6日条

『本朝世紀』天慶2
年12月29日条

平　将門

『日本文徳天皇実録』
天安元年6月庚寅条・
『日本三代実録』天
安元年12月8日条

表１　　国司襲撃事件一覧（9世紀～11世紀）
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「
十
二
日
庚
寅
、
先
レ
是
、
岩
見
国
迩
摩
郡
大
領
外
正
八
位
下
伊
福
部
直
安
道
、
那
賀
郡

大
領
外
正
六
位
下
久
米
岑
雄
等
、
発
二
百
姓
二
百
十
七
人
一、
帯
二
兵
仗
一、
圍
二
守
従
五
位

下
上
毛
野
朝
臣
氏
永
一、
奪
二―
取
印
匙
駅
鈴
等
一、
授
二
傍
吏
一。
（
中
略
）
又
守
氏
永
為
二
安

道
等
一
所
レ
圍
之
時
、
逃
二―
隠
於
介
外
従
五
位
下
忍
海
山
下
氏
則
館
一。
夜
聞
三
外
有
二
数

十
人
声
一、
氏
永
意
以
、
為
レ
賊
欲
レ
被
レ
害
、
介
氏
則
即
同
レ
謀
也
。
由
レ
是
、
以
レ
剱

殴
二―
傷
氏
則
妻
下
毛
野
屎
子
及
従
女
大
田
部
西
子
一、
即
奪
二―
取
屎
子
所
レ
着
之
大
衣
一

領
一、
自
被
逃
去
。
（
下
略
）
」

　

史
料
６
は
対
馬
の
郡
司
等
三
百
余
人
が
守
立
野
正
岑
の
館
を
襲
撃
し
た
と
き
の
も
の
で
あ

り
、
史
料
７
は
、
群
盗
百
人
が
、
筑
後
守
都
朝
臣
御
酉
の
館
を
襲
撃
し
た
こ
と
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
史
料
８
か
ら
は
、
元
慶
八
年（
八
八
四
）六
月
二
十
三
日
に
、
石
見
国
邇
摩

郡
大
領
が
権
守
上
毛
野
朝
臣
氏
永
の
館
を
襲
撃（『
日
本
三
代
実
録
』
同
日
条
）し
た
が
、
こ

の
と
き
襲
撃
さ
れ
た
氏
永
は
、
介
の
館
に
逃
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
を
み
る
と
、
国
司
館
襲
撃
に
際
し
て
必
ず
し
も
国
司
の
私
富（
国
司
の
経

営
基
盤
と
な
る
財
物
）の
簒
奪
が
目
的
で
あ
っ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。「
奈
良
時
代
の
国

司
館
の
国
府
経
営
的
な
あ
り
方
が
、
国
司
の
受
領
化
に
と
も
な
っ
て
、
次
第
に
受
領
国
司
の

私
的
な
経
営
と
重
な
っ
て
い
く
と
い
う
推
移
と
し
て
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
の
指

摘（
22
）は

、
傾
向
と
し
て
は
首
肯
し
得
る
が
、
九
世
紀
に
お
け
る
国
司
襲
撃
事
件
を
援
用
し

た
八
世
紀
段
階
に
お
け
る
「
村
部
豊
島
解
」
か
ら
国
司
の
館
＝
「
経
営
拠
点
」
を
導
く
こ
と

は
再
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

　
「
村
部
豊
島
解
」
の
前
半
は
越
前
国
諸
郡
に
お
け
る
公
廨
稲
の
収
納
運
用
状
況
を
記
し
た

も
の
で
あ
り
、
後
半
は
国
司
等
へ
の
配
分
の
あ
り
方
の
実
例
を
示
す
も
の
と
い
う
理
解
の
み

で
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。少
な
く
と
も
こ
の
史
料
か
ら
国
司
館
が
国
司
に
と
っ
て
の「
経

済
活
動
の
拠
点
」
で
あ
っ
た
と
す
る
結
論
は
導
き
出
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
②
に
つ
い
て
、
国
司
館
が
律
令
制
の
根
幹
と
も
い
う
べ
き
文
書
行
政
処
理
の
場
と
し

て
機
能
し
て
い
た
か
を
検
討
し
た
い
。「
村
部
豊
島
解
」
で
は
大
目
以
上
の
四
等
官
は
「
宅
」

と
記
し
、
史
生
は
「
館
」
と
し
て
、
国
司
た
ち
の
居
宅
を
「
宅
」
と
「
館
」
で
使
い
分
け
て

い
る
。
こ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
論
点
を
提
示
し
た
の
が
中
村
順
昭
氏（
23
）

で
あ
る
。

　

氏
は
、『
万
葉
集
』
の
な
か
で
越
中
国
司
と
し
て
の
現
地
の
大
伴
家
持
の
居
館
は
「
館
」、

平
城
京
の
住
居
は
「
少
納
言
大
伴
家
持
の
宅
」（
四
二
九
八
番
）と
区
別
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
、「
史
生
の
居
宅
に
は
事
務
所
の
要
素
も
残
っ
て
い
た
の
で
、「
館
」
と
表
記
し
た

が
、
国
府
の
幹
部
で
あ
る
四
等
官
の
居
宅
は
、
雑
務
が
曹
司
に
移
っ
て
か
ら
は
村
部
豊
島
な

ど
が
仕
事
を
行
な
う
場
所
で
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
国
司
の
生
活
の
場
で
あ
る
と
認
識
さ
れ

て
い
た
の
で
「
宅
」
と
記
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」「
国
司
の
「
館
」
と
考
え
る
場
所

が
、
家
持
の
よ
う
な
上
級
官
人
と
村
部
豊
島
の
よ
う
な
下
働
き
の
者
と
で
は
異
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。」と
し
た
。
四
等
官
の
居
宅
は
生
活
の
場
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で「
宅
」

と
記
し
た
も
の
で
、
政
務
処
理
作
業
の
場
と
し
て
「
館
」
表
記
を
考
え
る
見
解
で
あ
る
。
し

か
し
「
館
」
表
記
を
た
だ
ち
に
政
務
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
の
結
論
を
導
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
務
処
理
の
場
と
し
て
国
司
館
が
機
能
を
有
し
て
い
た
の
か
に
関

し
て
は
、
次
の
史
料
が
参
考
に
な
る
。

【
史
料
９
】
秋
田
城
跡
出
土
第
一
〇
号
漆
紙
文
書
（
釈
文
は
、
秋
田
城
を
語
る
友
の
会
『
秋

田
城
出
土
文
字
資
料
集
Ⅱ
』
、
一
九
九
二
年
に
よ
る
）

　
（
表
）「　
　
　
　
　

在
南
大
室
者

　
　
　
　
　

勘
収
釜
壹
口

　
　
　
　
　

□
□
若
有
忘
怠
未
収
者
乞
可

　
　
　
　
　

令
早
勘
収
随
恩
得
使
付
国
□
□

　
　
　
　
　
　

 〔
徳
カ
〕

□
縁
謹
啓

　
　
　
　
　
　
　
　

五
月
六
日
卯
時
自
蚶
形
驛
家
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
継
□　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
（
裏
）「　
　
　

□　

　
　
　
　
　
　
　

封

　
　
　
　
　
　
　
　
　

務
所　

竹
継
状

　
　
　
　
　

介
御
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

表
面
・
裏
面
の
記
載
か
ら
、蚶
形
駅
家
か
ら
「
介
御
館
」
に
あ
て
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

内
容
は
「
南
大
室（
大
型
の
釜
を
収
容
す
る
秋
田
城
管
轄
下
の
施
設
）に
あ
る
釜
を
一
口
勘
収

し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
未
収
の
も
の
が
あ
れ
ば
勘
収
し
た
い
の
で
早
急
に
指
示
し
て
欲
し
い
。

国
の
□
□
に
こ
の
書
状
を
持
参
さ
せ
る
の
で
よ
ろ
し
く
願
い
た
い
。
蚶
形
の
駅
家
か
ら
進
上

し
ま
す
。」
と
し
て
「
竹
田
継
□
」
の
署
を
添
え
て
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文

書
に
は
、
切
封
と
「
封
」
の
文
字
が
残
存
し
、
紙
紐
の
幅
約
一
㎝
、「
館
」
の
下
半
と
「
封
」

の
偏
部
分
の
真
ん
中
の
空
白
が
そ
の
痕
跡
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
封
」
の
文
字
は
、
右

側
に
偏
部
分
が
、
紙
の
左
端
に
旁
部
分
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
介
に
指
示
を

仰
ぐ
た
め
書
状
と
し
て
差
し
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
律
令
制
下
の
行
政
処
理
は
、
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後
に（
三
）で
述
べ
る
よ
う
に
、
国
庁
に
お
け
る
集
議
、
稟
議
に
よ
る
「
政
」
が
基
本
的
決
裁

方
式
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
正
規
の
国
の
政
務
で
は
な
く
、
書
状
形
式
の
文
書
に
よ
り
指
示

を
仰
ぐ
に
と
ど
ま
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
事
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
か
ら
た
だ
ち
に
「
館

で
の
政
務
」
と
ま
で
評
価
し
得
る
か
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
以
上
と
り
あ
げ
た
二
つ
の

事
例
か
ら
は
、
八
世
紀
～
九
世
紀
に
お
い
て
、
国
司
の
館
が
国
司
の
私
的
経
済
運
営
の
た
め

の
拠
点
あ
る
い
は
政
務
の
場
合
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

で
は
国
司
館
は
国
司
の
居
住
施
設
と
し
て
の
機
能
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
用
途
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。『
万
葉
集
』
に
は
越
中
守
大
伴
家
持
を
は
じ
め
と
す
る
越
中
国
司
た
ち
の

館
の
様
相
と
そ
こ
で
催
さ
れ
た
宴
へ
の
参
会
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
一
覧
表
と
し
て

示
し
た
の
が
次
の
表
２
で
あ
る
。

　

国
司
館
の
様
相
は
、
三
九
五
六
番
「
大
目
秦
忌
寸
八
千
島
の
館
に
宴
す
る
歌
一
首
」
の

左
註
に
は
「
館
の
客
屋
に
居
つ
つ
蒼
海
を
望
む
。
よ
り
て
主
人
八
千
島
こ
の
歌
を
作
る
。」

と
あ
り
、
大
目
の
館
に
は
客
屋
と
称
す
る
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

四
〇
七
〇
番
「
庭
中
の
牛な

で
し
こ麦

が
花
を
詠
む
歌
一
首
」
の
左
註
に
は
「
右
、
先
の
国
師
の
従
僧

清
見
と
い
ふ
も
の
、
京
師
に
い
る
べ
く
、
因
り
て
飲
饌
を
設
け
饗
宴
す
。
こ
こ
に
主
人
大
伴

宿
禰
家
持
、
こ
の
歌
詞
を
作
り
、
酒
を
清
見
に
送
る
。」
と
も
あ
り
館
の
な
か
に
庭
を
も
ち
、

宴
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
宴
は
、
四
〇
七
一
番
の
左
註
に
「
右
、
郡

司
已
下
子
弟
已
上
の
諸
人
多
く
こ
の
会
に
集
ふ
。
因
り
て
守
大
伴
宿
禰
家
持
こ
の
歌
を
作

る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
司
館
は
国
司
の
居
住
施
設
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
司
の
み

な
ら
ず
郡
司
以
下
子
弟
以
上
の
諸
人（
＝
在
地
の
者
）が
参
集
す
る
宴
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。

　

こ
の
大
伴
家
持
が
か
か
わ
っ
た
宴
の
性
格
に
つ
い
て
、「『
万
葉
集
』
大
伴
家
持
の
作
歌
題

詞
等
か
ら
国
司
館
が
国
司
の
営
む
公
的
な
儀
礼
・
饗
宴
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」

と
の
指
摘（
24
）も

あ
る
。
し
か
し
、
四
一
三
六
番
「
天
平
勝
宝
二
年
正
月
二
日
に
、
国
庁
に

し
て
饗
を
諸
の
郡
司
等
に
給
ふ
宴
の
歌
一
首
」
と
あ
る
よ
う
に
、
正
月
の
国
庁
に
お
け
る
饗

は
「
給
ふ
」
も
の
で
あ
り
、国
司
館
で
の
宴
は
「
設
け
」
る
も
の
、「
集
ふ
」
も
の
で
あ
り
、「
国

庁
に
お
け
る
宴（
四
一
三
六
）が
公
的
な
宴
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
国
司
の
館
の
そ
れ
は
私
的

な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
す
る
指
摘（
25
）が

妥
当
で
あ
り
、
両
者
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
性
格
も

の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
国
司
館
が
、
政
務（
ま
つ
り
ご
と
）の
場
と
し
て
現
わ
れ
る
時
期
は
い

つ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
） 

国
司
館
に
お
け
る
政
務
の
展
開

　

律
令
制
下
に
お
け
る
行
政
処
理
の
あ
り
方
は
次
の
二
つ
の
史
料
が
参
考
と
な
る
。

【
史
料
10
】
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
七
月
戊
子
条

　

「
戊
子
、
勅
曰
、
筑
紫
大
宰
僻
二―
居
西
海
一、
諸
蕃
朝
貢
、
舟
檝
相
望
。
由
レ
是
簡
二―
練
士

馬
一、
精
二―
鋭
甲
兵
一、
以
示
二
威
武
一、
以
備
二
非
常
一。
今
北
陸
之
道
、
亦
供
二
蕃
客
一、
所
レ
有

軍
兵
、
未
二
曾
教
習
一、
属
レ
事
徴
発
、
全
無
レ
堪
レ
用
。
安
必
思
レ
后
、
豈
合
レ
如
レ
此
。

宜
下
准
二
大
宰
一
依
レ
式
警
虞
上。
事
須
下
縁
海
村
邑
見
二
賊
来
過
一
者
、
当
即
差
レ
使
速
申

中
於
国
上。
々
知
二
賊
船
一
者
、
長
官
以
下
急
向
二
国
衙
一、
応
レ
事
集
議
、
令
二
管
内
警
虞
一、

且
行
且
奏
。
其
一
。
（
下
略
）
」

【
史
料
11
】
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
八
月
癸
丑
朔
条

　

「
八
月
癸
丑
朔
、
（
中
略
）
美
作
介
従
五
位
下
県
犬
養
宿
禰
沙
弥
麻
呂
、
不
レ
経
二
官

長
一、
恣
行
二
国
政
一、
独
自
在
レ
舘
、
以
印
二
公
文
一、
兼
復
不
レ
拠
二
時
価
一、
抑
二―
買
民
物
一。

為
二
守
正
四
位
上
紀
朝
臣
飯
麻
呂
一
所
レ
告
失
レ
官
。
」

　

史
料
10
は
宝
亀
十
一
年
七
月
に
、
北
陸
道
諸
国
に
大
宰
府
に
准
じ
て
警
固
を
強
化
す
る
こ

と
を
命
じ
た
勅
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、「
賊
の
船
」
の
襲
来
を
知
っ
た
と
き
に
は
長
官（
守
）

以
下
は
国
衙
に
お
い
て
速
や
か
に
集
議
し
て
、
管
内
の
警
固
と
中
央
へ
の
報
告
を
命
じ
て

い
る
。
こ
の
勅
に
み
え
る
「
衙
」
の
語
は
八
世
紀
に
お
い
て
こ
の
一
例
の
み
で
、「
衙
」
の

語
が
軍
事
的
側
面
に
か
か
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
と
の
指
摘
も
あ
る（
26
）。

し
か
し
こ
の
語
は
軍
事
的
側
面
で
は
な
く
、
長
官
以
下
の
「
集
議
」
場
と
し
て
の
表
現
で
は

な
か
ろ
う
か
。
長
官
以
下
国
司
四
等
官
が
集
議
を
行
な
う
こ
と
が
律
令
制
制
下
の
あ
り
方
で

あ
り
、
そ
の
場
は
国
司
館
で
は
な
く
、
国
庁
あ
る
い
は
曹
司
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
11
は
、
美
作
介
従
五
位
下
県
犬
養
宿
禰
沙
弥
麻
呂
が
解
任
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
天

平
宝
字
五
年
八
月
に
、
県
犬
養
宿
禰
沙
弥
麻
呂
が
、
守
を
通
さ
ず
恣
に
国
政
を
行
な
い
、
独

断
で
館
で
公
文
に
捺
印
し
た
り
、
ま
た
時
価
に
拠
ら
ず
に
民
の
物
を
強
制
的
に
買
い
上
げ

た
と
し
て
守
で
あ
る
紀
朝
臣
飯
麻
呂
に
よ
っ
て
告
発
さ
れ
解
任
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
国
司
館（
こ
の
場
合
は
介
の
館
）が
八
世
紀
の
中
葉
か
ら
国
司
個

人
の
経
済
的
・
政
治
的
な
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ

る（
27
）。

し
か
し
こ
の
記
事
で
は
、「
兼
…
…
」
と
あ
る
の
で
、
後
半
部
分
は
た
だ
ち
に
「
館
」

で
の
活
動
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
し
か
も
「
独
り
自
ら
館
に
在
り
て
」
公
文
に
捺
印
、
決
裁

を
し
た
こ
と
が
処
罰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
行
政
決
裁
・
政
務
処
理
は
館
で
行
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年　月　日 内　　　　　容 典　　拠

天平18年8月7日
大伴家持の館で宴。
＊守大伴家持・掾大伴池主・大目秦八千島

3943～3951の題詞・左
註

天平18年 大目秦八千島の館で宴。 3956の題詞

天平18年8月 掾大伴池主大帳使　11月帰任で宴。 3960～3961の左註

天平19年4月20日
家持正税帳使　それに先立ち大目秦八千島の館
で、餞する宴。

3989～3990の題詞・左
註

天平19年4月26日
同じく掾大伴池主の館で餞する宴。
＊介内蔵縄麻呂も作歌

3995・3998の題詞・左
註

天平19年4月26日 大伴家持の館で飲宴。 3999の題詞

天平20年3月23日
左大臣橘諸兄の使者造酒司令史田辺福麻呂を家
持の館に饗す。

4032～4043の題詞・左
註

天平20年3月26日 掾久米広縄の館で田辺福麻呂を饗す。 4052～4055の題詞

天平20年4月1日
掾久米広縄の館の宴。
＊羽咋郡擬主帳能登臣乙美・遊行女婦土師も作歌

4066～4069の題詞・左
註

天平20年
国師の従僧清見の入京に際して、饗宴。
＊この時、「郡司已下子弟已上諸人多集此会」とあ
る。

4070･4071の左註

天平感宝元年5月5日 東大寺の占墾地使僧平栄等を饗す。 4085の題詞

天平感宝元年5月9日
諸僚、少目秦石竹の館に会す。
＊守・介内蔵縄麻呂作歌

4086～4088の題詞・左
註

天平感宝元年閏5月27日
先に天平二十年に朝集使として入京していた掾久
米広縄の帰任に際して、「長官」の館で宴。

4116の題詞

天平勝宝元年 少目秦石竹の館の宴。 4135の左註

天平勝宝2年正月2日 国の庁に諸郡司等に饗を給う宴。 4136の題詞

天平勝宝2年正月5日 判官久米広縄の宴。 4137の題詞

天平勝宝2年2月18日
墾田の地を検察することによりて、礪波郡の主帳多
治比部北里の家に宿る。

4138の題詞

天平勝宝2年3月3日 家持の館の宴。 4151～4153の題詞

天平勝宝2年9月3日
宴。
＊家持・掾久米広縄作歌。

4222～4223の題詞

天平勝宝2年10月16日 朝集使少目秦石竹を餞する。 4225の左註

天平勝宝3年正月2日 守の館に集宴。 4229の左註

天平勝宝3年正月3日 介内蔵縄麻呂の館に会集し宴。 4230の左註

天平勝宝3年2月2日
判官久米広縄、正税帳使として入京に際して、守の
館で宴。

4238の題詞･左註

天平勝宝3年8月4日
七月十七日をもって少納言に遷任。
＊朝集使掾久米広庭に贈り貽す作歌

4248の題詞

天平勝宝3年8月4日
八月五日、大帳使に付きて入京せんとす。この日、
国厨に饌を設け、介内蔵縄麻呂の館に餞す。

4250の題詞

天平勝宝3年8月5日
上京す。国司の次官已下諸僚、皆共に見送る。時に
射水郡の大領安努君広島の門前の林の中に餞饌
の宴を設く。

4251の題詞

天平勝宝3年
正税帳使掾久米広縄、事を畢へて任に退る。適に
越前国の掾大伴池主の館に遇い、共に飲楽。

4252の題詞

表２　　『万葉集』にみえる大伴家持の宴表２　『万葉集』にみえる大伴家持の宴
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な
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
律
令
制
下
に
お
い
て
、
国
司
館
は
政
務
決
裁
の
場
で
あ
っ
た
と
は
た
だ
ち

に
は
い
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

で
は
、
国
司
館
の
性
格
が
変
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
国
司
館
が
政
務
処
理
の
「
場
」
に

転
換
し
て
い
く
の
は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
館
で
の
政
務
と
い
う
場
合
に
は
、
館
で
の

合
議
な
り
、
決
裁
が
み
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
八
世
紀
～
九
世

紀
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
「
新
し
い
動
向
」
を
う
か
が
え
る
史
料
は
み
え
な
い
。
十
世
紀
末

に
お
い
て
も
国
庁
で
の
政
務
が
基
本
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
も
う
か
が
わ
れ

る
。

【
史
料
12
】
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
（
第
二
六
条
）
〈
早
稲
田
大
学
所
蔵
・
井
上
本
〉

　

「　

一
、
請
レ
被
二
裁
定
一、
守
元
命
朝
臣
依
レ
無
二
庁
務
一
難
レ
通
二
郡
司
百
姓
愁
一
事

　
　

右
、
国
宰
之
吏
、
是
既
分
優
之
職
、
屡
巡
二―
検
部
内
一、
常
須
レ
問
二
風
俗
一、
然
而
守
元
命

朝
臣
、
専
営
二
京
洛
之
世
途
一、
无
レ
優
二
黎
元
之
愁
苦
一、
忝
有
二
国
宰
之
階
一、
猶
不
レ
異
二

夷
狄
讎
敵
一、
為
レ
政
之
日
、
庁
頭
不
レ
挺
レ
首
、
致
レ
愁
之
朝
、
館
後
猶
秘
レ
身
、
参
集

之
人
、
暗
聞
レ
音
罷
還
、
郎
従
之
者
、
合
レ
眼
恪
勤
、
窓
内
蔵
レ
形
、
常
称
二
在
京
一、
門

外
立
レ
礼
、
頻
号
二
物
忌
一、
因
レ
之
郡
司
百
姓
、
朝
擎
レ
簡
来
、
夕
懐
レ
愁
還
、
通
夜
終

日
、
積
レ
歎
為
レ
枕
、
昔
作
二
何
罪
報
一、
今
会
二
此
国
宰
一、
鳴
呼
将
来
吏
、
積
二―
習
之
一
哉
、

望
請
被
二
裁
断
一、
以
早
慰
二
腸
意
之
愁
吟
一
矣
、
」

　

永
延
二
年（
九
八
八
）に
尾
張
国
の
郡
司
百
姓
等
が
国
守
藤
原
元
命
の
非
法
を
訴
え
た
「
解

文
」
三
一
か
条
の
な
か
の
第
二
六
条
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
元
命
が
庁（
国
庁
）に
出
仕
し
な

い
こ
と
が
糺
弾
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
郡
司
百
姓
等（
実
際
の
起
案
者
に
つ
い
て
は
中
央

の
者
か
現
地
の
者
か
で
議
論
は
あ
る
）の
論
理
は
律
令
法
の
基
礎
に
あ
る
「
徳
治
主
義
」
に

立
脚
し
た
も
の
で（
28
）、「

国
庁
で
の
政
務
が
基
本
」
と
す
る
「
郡
司
百
姓
等
」
の
認
識
が

十
世
紀
末
の
政
務
の
実
態
で
あ
っ
た
か
は
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
も
あ
る
。
し
か
し
十
世
紀

末
で
も
政
務
を
行
な
う
「
場
」
は
国
庁
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
中
央
へ
の
上
訴
に
お
い
て
効
果
的
な
論
理
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
発
掘
調
査

で
も
伊
賀
・
常
陸
・
陸
奥（
多
賀
城
）国
府
で
は
十
一
世
紀
前
半
、
筑
後
国
府
で
は
十
一
世
紀

後
半
ま
で
国
庁
が
機
能
し
て
い
た
事
例
も
み
え（
29
）、

国
庁
が
機
能
し
て
い
た
国
は
少
な
く

な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
国
司
館
で
の
政
務
処
理
が
実
際
に
う
か
が
え
る
事
例
は
い
つ
頃
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
次
の
史
料
に
は
国
守（
受
領
）の
館
で
の
文
書
の
作
成
と
捺
印
の
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
。

【
史
料
13
】『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
―
二
七

　

「
（
上
略
）
而
ル
間
、
此
ノ
目
代
、
守
ノ
前
ニ
居
テ
、
文
書
共
多
ク
取
散
シ
テ
、
亦
下
文

共
ヲ
書
セ
、
其
レ
ニ
印
指
ス
ル
程
ニ
、
傀
儡
子
ノ
者
共
多
ク
館
ニ
来
テ
守
ノ
前
ニ
並
ビ

居
テ
、
歌
ヲ
詠
ヒ
笛
ヲ
吹
キ
、

ク
遊
ブ
ニ
、
守
モ
此
レ
ヲ
聞
ク
ニ
、
我
ガ
心
地
ニ
モ

極
ク
ス
ヾ
ロ
ハ
シ
ク

ク
思お

ぼ

ヱ
ケ
ル
ニ
、
此
ノ
目
代
ノ
印
ヲ
指
ス
ヲ
見
レ
バ
、
前
ニ
ハ

糸
吉
ク
指
ツ
ル
者
ノ
、
此
ノ
傀
儡
子
共
ノ
吹
キ
詠
フ
柏
子
ニ
随
テ
、
三
度
拍
子
ニ
印
ヲ

指
ヌ
。
（
中
略
）

　
　
　

守
奇

あ
さ
ま
し異

ク
、
「
此
ハ
何
ニ
」
ト
思
フ
程
ニ
、
目
代
印
ヲ
指
々
ス
、
「
昔
ノ
事
ノ
難
忘

ク
」
ト
云
テ
、
俄
ニ
立
走
テ
テ
乙か

な
でケ

レ
バ
、
傀
儡
子
共
弥
ヨ
詠
ヒ
早
シ
ケ
リ
。
館
ノ
者

共
此
レ
ヲ
見
テ
、
興
ジ
咲
テ
喤
ケ
ル
程
ニ
、
目
代
恥
テ
印
ヲ
投
棄
テ
、
立
走
テ
逃
ヌ
レ

バ
、
守
此
ノ
事
ヲ
怪
カ
リ
テ
、
傀
儡
子
共
ニ
、
「
此
ハ
何
ナ
ル
事
ゾ
」
ト
問
ケ
レ
バ
、

傀
儡
人
共
ノ
云
ク
、
（
下
略
）
」

　

こ
こ
に
は
伊
豆
守
小
野
五
友
の
館
に
お
い
て
文
書
の
作
成
と
捺
印
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
小
野
五
友
の
伊
豆
守
任
官
の
時
点
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
一

世
紀
は
じ
め
頃
の
事
例
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
ま
で
時
代
が
下
る
と
国
司
の
政
務
を
館

で
と
り
行
な
う
こ
と
が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

た
だ
一
方
で
、
受
領
が
任
国
に
赴
任
し
館
に
著
す
る
日
の
儀
式
の
手
順
も
次
の
史
料
に
み

え
て
い
る
。

【
史
料
14
】『
朝
野
群
載
』
国
務
条
々
事　

一
一
条

　

「
一　

受
二―
領
印
鎰
一
事

　
　
　

撰
二―
定
吉
日
一、
可
レ
領
二
印
鎰
一。
但
領
二
印
鎰
一
之
日
、
即
令
三
前
司
奉
二―
行
任
符
一、
乃

後
領
レ
之
。
又
著
レ
館
日
儀
式
、
前
司
差
二
官
人
一、
分
二―
付
印
鎰
一。
其
儀
前
司
差
二
次
官

以
下
目
以
上
一
両
人
一、
令
レ
齎
二
印
鎰
一、
令
レ
参
二
新
司
館
一。
即
官
人
就
レ
座
之
後
、
鎰

取
書
生
、
以
二
御
鎰
一
置
二
新
司
前
一、
〈
其
詞
云
、
御
鎰
進
ル
。
〉
新
司
無
答
〈
或
云
、

答
云
、
與
之
。
〉　
　

」

　
「
印
鎰
」
を
分
付
・
受
領
す
る
儀
式
の
手
順
の
な
か
で
、館
に
お
い
て
分
付
さ
れ
た
「
印
鎰
」

は
、
こ
れ
ま
で
印（
国
印
）と
鎰（
正
倉
の
鎰
）も
し
く
は
印
を
入
れ
た
櫃
の
鎰
と
さ
れ
て
き
た

が
、
印
を
収
め
た
ク
ラ
の
鑰
と
す
る
説
も
あ
る（
30
）。

後
者
の
説
に
よ
れ
ば
印
そ
の
も
の
は

館
に
は
な
い
こ
と
と
な
り
、捺
印
が「
尋
常
の
庁
事
」（『
朝
野
群
載
』国
務
条
々
事　

一
七
条
）

で
あ
る
こ
と
と
整
合
的
に
な
る
。
捺
印
の
場
は
あ
く
ま
で
原
則
は
「
庁
事
」（
国
庁
）で
あ
り
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国府のなかの国司館―国庁と国司の館―

館
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
意
識
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

末
尾
に
掲
げ
た
表
３
は
、『
今
昔
物
語
集
』
に
み
え
る
国
府
を
構
成
す
る
施
設
の
名
称
と

利
用
形
態
を
示
し
た
一
覧
表
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
館
と
い
う
場
所
の
み
を
示
す
用
例
が
大
半
を
占
め
る
が
、
館
で
の

仏
事（
第
一
二
―
三
五
）、
陰
陽
師
に
よ
る
祓（
第
二
四
―
一
四
）の
ほ
か
、
政
務
と
の
関
連
を

記
し
た
事
例
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
そ
の
表
現
は
国
府
で
公
事
を
勤
め
る

（
第
一
四
―
八
、
第
一
六
―
三
）と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
り
施
設
を
特
定
で
き
る
も
の

は
少
な
い
。
先
の
史
料
13
の
ほ
か
、「
館
ニ
参
テ
、
公
事
ヲ
勤
メ
」（
第
一
二
―
二
八
）と
館

で
の
政
務
が
推
測
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
が
、
一
方
で
国
庁
で
の
政
務
と
明
確
に
記
す
例（
第

二
六
―
五
）も
あ
り
、
必
ず
し
も
館
で
の
政
務
と
い
う
傾
向
に
収
束
し
て
い
っ
た
と
断
定
は

で
き
ず
、
史
料
14
の
『
朝
野
群
載
』
の
記
事
も
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

　
　

四　

国
司
の
館
に
集
う
人
々
と
「
在
庁
官
人
」
―
お
わ
り
に
か
え
て
―

　

史
料
13
の
文
書
の
作
成
と
捺
印
に
か
か
わ
っ
た
目
代
は
「
館
ノ
人
ニ
モ
国
ノ
人
ニ
モ
極い

み
じク

被う
け
ら
れ受

テ
、
重
キ
者
ニ
被も

ち
ゐ
ら
れ用

テ
ナ
ム
有
リ
ケ
ル
。」
と
さ
れ
て
い
た
。「
館
ノ
人
」
と
「
国
ノ

人
」
の
区
分
に
注
目
し
、「
館
ノ
人
」
と
「
国
ノ
人
」
は
別
の
集
団
で
あ
っ
て
、
当
時
の
国

衙
機
構
を
構
成
す
る
集
団
に
は
、
受
領
の
下
に
受
領
の
任
期
の
間
だ
け
集
ま
っ
た
者
と
、
在

地
の
組
織
と
し
て
恒
常
的
に
機
能
し
て
い
る
国
衙
機
構
に
所
属
す
る
者
と
の
、
二
つ
の
立
場

が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
31
）。

　
「
受
領
国
司
の
館
は
、
地
方
に
あ
っ
て
は
、
在
庁
官
人
等
の
在
地
者
か
ら
な
る
組
織
に
対

し
て
、
別
の
勢
力
が
活
動
す
る
際
の
拠
り
ど
こ
ろ
の
象
徴
」「「
館
」
は
在
地
者
の
組
織
と
秩

序
を
象
徴
す
る
語
と
し
て
の「
国
」に
対
比
さ
れ
る
存
在
」と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。「
館

ノ
人
」
＝
受
領
の
私
的
従
者（
郎
等
）と
「
国
ノ
人
」
＝
在
庁
官
人
・
書
生
な
ど
の
国
衙
機
構

に
結
集
す
る
者
と
い
う
両
者
の
関
係
の「
場
」は
、「
国
庁
」の
建
物
が
廃
絶
し
た
場
合
、「
館
」

が
受
領
の
任
国
に
お
け
る
拠
点
と
し
て
「
国
庁
」
が
有
し
て
い
た
機
能
を
吸
収
し
て
い
き
、

「
国
庁
」
と
「
館
」
の
機
能
が
一
つ
の
施
設
の
中
に
解
消
し
て
い
く
と
考
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
在
地
出
身
の
「
在
庁
官
人
」
は
、
受
領
の
私
的
従
者
と
は
異
な
る
あ

り
方
を
保
持
し
続
け
て
い
る
。
二
つ
の
集
団
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
る
と
き
、
受
領
が
文
書
を

「
館
」
で
決
済
し
て
い
る
事
例
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
国
衙
の
「
所
」
と
呼
ば
れ
る
機

関
が
国
の
政
務
を
分
掌
す
る
体
制
が
本
格
的
に
展
開
す
る
国
衙
機
構
の
再
編
過
程
の
な
か
で

の
一
階
梯
と
し
て
、
考
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

周
防
国
府
の
調
査
は
、
平
安
時
代（
と
く
に
十
世
紀
後
半
以
降
）に
お
け
る
国
府
域
全
体
の

変
化
を
総
体
と
し
て
検
討
す
る
貴
重
な
成
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
周
防
国

に
お
け
る
「
ま
つ
り
ご
と
」
の
展
開
と
か
か
わ
ら
せ
た
「
場
」
の
解
明
と
し
て
、「
場
」
の

機
能
に
視
点
を
置
い
た
国
庁
か
ら
国
司
館
へ
の
展
開
と
、
そ
れ
と
連
関
し
た
国
府
域
内
の
諸

施
設
の
解
明
が
今
後
の
課
題
で
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
十
二
世
紀
以
降
を
み
す
え
た
国
府
域
全

体
の
「
見
取
り
図
」
を
描
く
こ
と（
武
蔵
国
府
の
事
例
も
あ
る
）も
同
時
に
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
は
考
古
学
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
古
代
史
学
の
文
献
史
料
調
査
の
突
き
合
せ
、
協

働
の
必
要
性
が
今
後
も
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
注
〕

（
１
）
八
木
充
「
国
府
の
成
立
と
構
造
―
文
献
史
料
か
ら
み
た
―
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

編
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
〇
〈
共
同
研
究
「
古
代
の
国
府
の
研
究
」

―
共
同
研
究
「
都
市
に
お
け
る
生
活
空
間
の
史
的
研
究
」
の
う
ち
、
古
代
都
市
の
研
究

（
一
）
〉
、
一
九
八
六
年
。　

（
２
）
江
口
桂
「
地
方
官
衙　

４　

国
府
」
江
口
桂
編
『
古
代
官
衙
』
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

社
、
二
〇
一
四
年
。
な
お
、
大
橋
泰
夫
・
江
口
桂
編
「
古
代
国
府
・
最
新
研
究
の
動

向
」
『
季
刊
考
古
学
』
一
五
二
、
二
〇
二
〇
年
も
参
照
。

（
３
）
山
中
敏
史
『
古
代
地
方
官
衙
遺
跡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
。

（
４
）
青
木
和
夫
『
日
本
の
歴
史　

五　

古
代
家
族
』
小
学
館
、
一
九
七
四
年
。
こ
の
説

は
国
庁
・
郡
家
同
居
説
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
説
に
つ
い
て
は
、

『
出
雲
国
風
土
記
』
の
里
程
記
事
か
ら
国
庁
と
意
宇
郡
家
と
の
位
置
関
係
に
対
し
て
批

判
的
検
討
も
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
平
石
充
「
出
雲
国
風
土
記
と
国
府
の
成

立
」
『
古
代
文
化
』
六
三
―
四
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
。　

（
５
）
吉
田
晶
「
地
方
官
衙
と
そ
の
周
辺
―
国
司
制
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
庄
内
考
古

学
』
一
九
、
一
九
八
五
年
。

（
６
）
八
木
充
、
前
掲
注
（
１
）
論
文
。

（
７
）
大
橋
泰
夫
『
古
代
国
府
の
成
立
と
国
郡
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
。

（
８
）
江
口
桂
「
武
蔵
国
府
の
成
立
」
『
古
代
文
化
』
六
三
―
三
、
二
〇
一
一
年
。
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（
９
）
中
村
順
昭
「
古
代
武
蔵
国
府
の
地
域
史
」
『
日
本
歴
史
』
八
三
六
、
二
〇
一
八
年
。

た
だ
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
律
令
制
下
の
貢
納
物
の
送
り
出
し
方
式
か
ら
疑
問
が
残
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
加
藤
友
康
「
貢
納
と
運
搬
」
上
原
真
人
・
白
石
太
一
郎
・
吉
川

真
司
・
吉
村
武
彦
編
『
列
島
の
古
代
史�

人
・
も
の
・
こ
と　

四　

人
と
物
の
移
動
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
を
参
照
。

（
10
）
鈴
木
拓
也
「
多
賀
城
」
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
編
『
古
代
の
都
市
と
条
里
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
。

（
11
）
「
右
大
臣
殿
／
餞
馬
収
文
」
の
記
載
が
あ
る
。
十
世
紀
前
葉
以
前
に
保
管
さ
れ
て
い

た
題
籤
軸
木
簡
と
さ
れ
、
右
大
臣
に
つ
い
て
は
昌
泰
四
年
（
延
喜
元
年
、
九
〇
一
）
左

遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
に
代
わ
り
右
大
臣
と
な
っ
た
源
光
、
当
時
の
陸
奥
守
は
藤
原
滋
実

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
柳
澤
和
明
「
陸
奥
国
府
多
賀
城
の
国
司

館
」
『
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
三
五
、
二
〇
一
九
年
を
参
照
。

（
12
）
坂
井
秀
弥
「
庁
と
館
、
集
落
と
屋
敷
―
東
国
古
代
遺
跡
に
み
る
館
の
形
成
―
」
佐
藤

信
・
五
味
文
彦
編
『
城
と
館
を
掘
る
・
読
む
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
四
年
。

（
13
）
大
橋
泰
夫
「
東
山
道　

下
野
」
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
編
『
古
代
の
都
市
と
条

里
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
。

（
14
）
神
保
公
久
「
筑
後
国
府
の
成
立
」
『
古
代
文
化
』
六
三
―
四
、
二
〇
一
二
年
。

（
15
）
坂
井
秀
弥
、
前
掲
注
（
12
）
論
文
。

（
16
）
田
中
広
明
「
国
司
の
館
の
景
観
と
生
活
」
『
地
方
の
豪
族
と
古
代
の
官
人
―
考
古
学

が
解
く
古
代
社
会
の
権
力
構
造
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。

（
17
）
吉
瀬
勝
康
「
山
陽
道　

周
防
」
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
会
編
『
古
代
の
都
市
と
条

里
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
年
。
平
井
耕
平
「
国
府
と
郡
家
―
防
府
市
内
の
最
近
の

調
査
結
果
か
ら
―
」
『
九
州
考
古
学
会
夏
季
大
会
（
山
口
大
会
）
古
代
の
山
口
―
周
防

鋳
銭
司
・
長
門
鋳
銭
所
・
長
登
銅
山
と
周
防
国
府
―
』
二
〇
一
九
年
。

（
18
）
防
府
市
教
育
委
員
会
『
周
防
国
府
跡
発
掘
調
査
報
告
九
―
草
園
地
区
の
調
査
―
』

二
〇
二
〇
年
。

（
19
）
大
林
達
夫
「
周
防
国
府
の
建
物
群
と
そ
の
景
観
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

告
』
六
三
、
一
九
九
五
年
。

（
20
）
鬼
頭
清
明
「
国
司
の
館
に
つ
い
て
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
一
〇
〈
共
同
研
究
「
古
代
の
国
府
の
研
究
」
―
共
同
研
究
「
都
市
に

お
け
る
生
活
空
間
の
史
的
研
究
」
の
う
ち
、
古
代
都
市
の
研
究
（
一
）
〉
、
一
九
八
六

年
。

（
21
）
鬼
頭
清
明
、
前
掲
注
（
20
）
論
文
。

（
22
）
佐
藤
信
「
古
代
・
中
世
の
城
と
館
」
佐
藤
信
・
五
味
文
彦
編
『
城
と
館
を
掘
る
・
読

む
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

（
23
）
中
村
順
昭
「
国
司
の
館
と
宅
」
『
本
郷
』
一
一
四
、
二
〇
一
四
年
。

（
24
）
佐
藤
信
、
前
掲
注
（
22
）
論
文
。

（
25
）
鬼
頭
清
明
、
前
掲
注
（
20
）
論
文
。

（
26
）
八
木
充
、
前
掲
注
（
１
）
論
文
。

（
27
）
田
中
広
明
、
前
掲
注
（
16
）
論
文
。

（
28
）
加
藤
友
康
「
藤
原
元
命
は
な
ぜ
訴
え
ら
れ
た
か
」
吉
村
武
彦
・
吉
岡
眞
之
編
『
新
視

点　

日
本
の
歴
史　

第
三
巻　

古
代
編
Ⅱ
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
三
年
。

（
29
）
江
口
桂
「
平
安
時
代
に
お
け
る
国
府
の
変
容
―
武
蔵
国
府
を
中
心
に
―
」
『
条
里

制
・
古
代
都
市
研
究
』
三
二
、
二
〇
一
七
年
。
大
橋
泰
夫
、
前
掲
注
（
７
）
論
文
。

（
30
）
古
尾
谷
知
浩
『
日
本
古
代
の
手
工
業
生
産
と
建
築
生
産
』
塙
書
房
、
二
〇
二
〇
年
。

（
31
）
鐘
江
宏
之
「
平
安
時
代
の
「
国
」
と
「
館
」
―
地
方
に
お
け
る
権
威
を
め
ぐ
っ
て

―
」
佐
藤
信
・
五
味
文
彦
編
『
城
と
館
を
掘
る
・
読
む
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
』
山
川

出
版
社
、
一
九
九
四
年
。



― 48 ―

国府のなかの国司館―国庁と国司の館―

巻 話 題　　　名 国 人　物 施設の名称と利用形態

12 28 肥後国書生免羅刹難語 肥後 書生 「朝暮ニ館ニ参テ、公事ヲ勤テ年来ヲ経ル……」

12 35 神名睿実持経者語 肥後 守－ 「目代、睿実ヲ請ズ、睿実君、請ニ趣テ、守ノ館ニ行テ、法花経ヲ誦スルニ……」

14 6 越後国々寺僧、為猿写法花語 越後 守藤原子高 （守）「国府ニ着テ後、未ダ神事ヲモ不拝ズ、公事ヲモ不始ザル……」

14 8 越中国書生妻死堕立山地獄語 越中 書生 「書生朝暮国府ニ参テ、公事ヲ勤メテ有リ」

15 23 始丹後国迎講聖人往生語 丹後 守大江清定 （守）「此人聖人ヲ貴ヒテ帰依スル程ニ、聖人守ノ国ニ有ル間、館ニ行テ、守ニ値テ云ク……」

16 3 周防国判官代依観音助存命語 周防 判官代 「国府ニ参テ、公事ヲ勤テ家ニ返ル間……」

16 18 石山観音為利人付和歌末語 近江 守－・伊香郡司 （守）「御館ニ急事有リト云テ、此ノ郡ノ司ヲ召ス」

16 21 下鎮西女依観音助遁賊難持命語 －【鎮西】 － 「嫗ノ娘館ニ宮仕シテ、有ケル」「其ノ女童館ニ行テ」「館ニ迎テ住ケリ」

17 32 上総守時重書写法花蒙地蔵助 上総 守藤原時重 （僧）「各経ヲ読テ、巻数ヲ捧テ、星ノ如ク館ニ集ル事無限シ」

17 41 僧貞遠依普賢助遁難語 参河 守－
「国司□ト云フ人、館ヲ出テ行ク間……」「館ニ将行テ、即チ御厩ニ下シテ……」「館ニ請ジ入テ、日ノ供
ヲ宛テ衣服ヲ与ヘテ、丁寧ニ供養シケリ」

19 2 参河守大江定基出家語 参河 守大江定基 「守其ノ日ノ内ニ国府ヲ出テ京ニ上ニケリ」

19 13 越前守藤原孝忠侍出家語 越前 守藤原孝忠 「館ノ北山ニ□ト云フ貴キ山寺ノ有ケルニ……」

19 32 陸奥国神報守平維叙恩語 陸奥 守平維叙 「守既ニ任畢テ京上シヌ。国ノ館ヲ出デテ二三日許ニ成ル程ニ……」

23 18 尾張国女取返細畳語 尾張 守若桜部－
「女、二ノ指ヲ以テ、国司ヲ取テ床ニ居ヘ乍ラ国府ノ門ノ外ニ将出テ、衣ヲ乞フ。国司恐テ衣ヲ返シ与エ
ツ」

24 14 天文博士弓削是雄、占夢語 近江 守－〔藤原有蔭〕 （守）「館ニ有テ、陰陽師天文博士弓削是雄ト云フ者ヲ請ジ下シテ、大属星ヲ令敬ムト為ル間……」

24 43 土佐守紀貫之子死読和歌語 土佐 守紀貫之 「其ノ館ノ柱ニ書付タリケル歌ハ、生ニテ不失デ有ケリ」

24 50 筑前守源道済侍妻最後読和歌死語 筑前 守源道済 「文ヲ書テ、（略）守ノ館ニ女童ノ持行タリケルヲ……」「館ノ使ヲ以テ国ノ間ハ追出シテケリ」

24 56 播磨国郡司家女読和歌語 播磨 守高階為家
（守侍佐太）「其ノ郡ニ行テ、（略）四五日許有テ、館ニ返ニケリ」「佐太ガ館ニ返リタリケルニ、従者ノ云ケ
ル様……」

25 1 平将門発謀反被誅語 常陸 守藤原惟幾
「元明将門ニ随テ、将門ト力ヲ合セテ、国司ノ館ヲ追ヒ去ケリ」「下野国ニ渡ル、既ニ国庁ニ着キテ、其ノ
儀式ヲ張ル、其ノ時ニ国ノ司藤原広雅・前司大中臣ノ宗行等館ニ有リ、（略）将門ヲ拝シテ、即チ印鎰ヲ
捧テ地ニ跪テ授ケ、逃ヌ」「（上野国）将門府ヲ領ジテ庁ニ入ル」

25 4 平維茂郎等被殺語 上総 守平兼忠
「館ノ人既ニ此ニ御座シタリト云ヒ騒ケム、其ノ時ニ、風発テ、外ニハ不出シテ簾ノ内ニ寄リ臥シテ、入レ
立テ仕フ小侍男ヲ以テ、腰ヲ叩カセテ臥タル程ニ……」

25 5 平維茂罸藤原諸任語 陸奥 守藤原実方 「国ノ内ノ可然キ兵共、皆前々ノ守ニモ不似、此ノ守ヲ饗応シテ、夜ル昼ル館ノ宮仕怠ル事無カリケリ」

25 11 藤原親孝為盗人被捕質依頼信言免語上野守 守源頼信
「其ノ時ニ親孝ハ館ニ有ケレバ、人走リ行テ、若君ヲバ盗人質ニ取リ奉リツト告ケレバ、親孝驚キ騒テ走リ
来テ見レバ、実ニ盗人壷屋ノ内ニ児ノ腹ニ刀ヲ差宛テ居タリ」「郎等共ニモ、穴賢、近クナ不寄ソ、只遠外
ニテ守テ有レト云テ、御館ニ参テ申サムトテ、走リテ行ヌ」

25 13 源頼義朝臣罸安陪貞任等語 陸奥 守源頼義 「然テ、守館ニ返ル道ニ、阿久利川ノ辺ニ野宿シタル」

26 5 陸奥国府官大夫介子語 陸奥 介－
「国ノ介ニテ政ヲ取行ヒケレバ、国ノ庁チニ常ニ有テ」「此父ノ介、沙汰有事有テ、御館ニ有テ、久フ家ニ
不返リケル程ニ……」「児、父ハト問ヘバ、父ハ未ダ此事知不給、国府ニコソハ御スラメト答フレバ……」
「介殿ハト問ヘバ、「国府ニコソハ」ト答フ」

26 12 能登国鳳至孫得帯語 能登 守善滋為政 「守ハ家ノ内ノ物ヲ皆計ヘ取テ、館ニ返ニケリ」

26 14 付陸奥守人見付金得富語 陸奥 守－ 「□ハセテ行程ニ、日来ヲ経テ、越後ノ館ニ行着ヌ」

27 13 近江国安義橋鬼噉人語 近江 守－

「今昔、近江ノ守、□ノ□ト云ケル人、其ノ国ニ有ケル間、館ニ若キ男共ノ勇タル数居テ、昔シ今ノ物語ナ
ドシテ、基雙六ヲ打、万ノ遊ヲシテ物食、酒飲ナドシケル」「己レシモ其ノ橋ハ渡ナムカシ。極シキ鬼也トモ
此ノ御館ニ有ル一ノ鹿毛ニダニ乗タラバ渡ナムト。」「男ハ喘々グ我レニモ非デ、彼レハ誰ソ時ニ館ニ馳
着タレバ、館ノ者共立騒テ、何々ニト問フニ、……」

27 43 頼光郎等平季武値産女語 美濃 守源頼光 （郎等平季武）「館ニ返ヌレバ……」

28 27 伊豆守小野五友目代語 伊豆 守小野五友
「館ノ人ニモ国ノ人ニモ極ク被受テ、重キ者ニ被用テナム有ケル」「館ノ人モ国ノ人モ、傀儡子目代トナム
付テ咲ケル」

28 39 寸白、任信濃守解失語 信濃 守（寸白）
「国人ノ申サク、此ノ国ニハ万ノ所ニ胡桃ノ木ノ多ク候フ也。然レバ守ノ殿ノ御菜ニモ、御館ノ上下ノ人ニ
モ、只此ノ胡桃ヲ万ニ備ヘ候フ也ト答フレバ……」「国ノ人」

29 10 伯耆国府蔵入盗人被殺語 伯耆 守橘経国 「国府ノ傍ニ□院ト云フ蔵共有リ」

29 25 丹波守平貞盛取児干語 丹波 守平貞盛 （医師）「館ニ行テ、何ゾ、薬ハ有ヤト守ニ問ヘバ……」

29 27 主殿頭源章家造罪語 肥後 守源章家
「然テ還向シテ館ニ返テ、侍ニ上ル所ニ、平ナル石ノ大キナルヲ置テ、其レヲ踏ヘテ板敷ノ上ヘ上ル石
有ケリ」「鹿ノ身ノ限ヲ国府ニ運バセテ、館ノ南面ノ遙々ト広クテ木モ無キ庭ニ隙モ無ク並ベ置セタリケレ
バ……」

30 4 中務大輔娘成近江郡司婢語 近江 守－ 「菓子食物ナド器量ク調ヘ立テ館ヘ運ケルニ」「守、館ニテ多ノ男女ノ下衆共ノ物ヲ持運ブヲ見ケル」

31 10 尾張国勾経方妻夢見語 尾張 勾経方（貫首）
「国府ニ召スト云成テ、経方彼ノ女ノ許ニ行ニケリ」「経方、京ヘ上ズル事共ナド拈メ居タルニ、今夜御館
ニ事ノ沙汰共有テ、トミニ否不罷出ズシテ寝ザリツレバ、吉〔苦〕事無限シト云テ……」

31 18 越後国被打寄小船語 越後 守源行任 「（小船）世ニ珍キ物也ト云テ、館ニ持行タリケレバ、守モ此ヲ見テ極ク奇異ガリケリ」

31 22 讃岐国満農池頽国司語 讃岐 守－
「□ノ□ト云フ人、其ノ国ノ司トシテ国ニ有ケルニ、其ノ国ノ者共モ館ノ人モ集テ物語ナドシケル次デニ、
「哀レ、満農ノ池ニハ無限ク多カル魚カナ、三尺ノ鯉ナドモ有ラムナド語ケルヲ……」

表３　『今昔物語集』にみえる国府の施設の名称と利用形態表３　『今昔物語集』にみえる国府の施設の名称と利用形態




